
栄養評価

栄養に関連するリスク因子
多くの因子は、特定のペット、食餌、給餌方法、環境に関連すると考えられており、ペットの栄養状態はこれらの因子の
影響を受ける可能性があります。通常、こうした因子は病歴や身体的検査で同定されます。 

栄養学的・臨床的評価ツール

一部の因子は、ペットがそれ以外について健康であれば、詳細評価が不要となる場合があります。しかし、そうした因子
が存在すると、獣医医療専門家はよりきめ細かに患者を観察することになります。ペットの栄養状態に影響を与えること
が知られている特定のリスク因子には、次のようなものがあります。スクリーニング評価中に同定されるリスク因子の数
が多いほど、患者にとって詳細評価やペットに合わせた栄養プランが重要になってきます。

キーメッセージ

スクリーニングにより同定される栄養リスク因子で、詳細
評価は任意であるもの

 活動量がきわめて低いまたは高く、ボディコンディショ
ンスコアが正常である

 多頭飼い家庭
 妊娠
 授乳
 成長期
 7 歳以上

スクリーニングにより同定された栄養リスク因子で、詳
細評価が必要なもの

 消化管機能が変化した履歴がある
 持続する疾病/疾患
 現在治療を受けている、または補助食を摂取している
 一般的ではない食餌（生食、自家製食、ベジタリアン

食、聞き慣れない食餌など）
 スナック、おやつ、人間の食べ物が 1 日あたり総カロリ

ー量の 10% を超えている
 不適当または不適切な飼育場所 

身体的検査の所見により、詳細評価が必要であることが
示唆されるもの

 ボディコンディションスコアが 4 未満、または 6 を超え
る（9 段階評価） 

 マッスルコンディションスコアにより筋消耗が同定され
た

 説明のつかない体重の変化
 歯の異常または疾患
 皮膚や被毛の劣化
 新たな疾病
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Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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